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※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※市外局番は書いてあるものを除きすべて
042です。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、
催しなどが中止・延期になる場合があります。

令
和
２
年
度
東
京
都
子
育
て
支
援
員
研
修

（
第
２
期
）の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

令
和
２
年
度
東
京
都
子
育
て
支
援
員
研
修

（
第
２
期
）の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

会
員
募
集

　
◆
健
康
野
球
ブ
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ッ
ツ　
毎
週
木
曜
日
午
前

８
時
半
～
正
午
、
滝
山
球
場
で
。

会
費
月
１
０
０
０
円
他
。
野
球

好
き
の
方
、
高
齢
者
に
な
っ
て

も
仲
間
同
士
の
紅
白
戦
。
昔
プ

レ
ー
し
た
方
ど
う
ぞ
。
詳
し
く

は
佐
藤
☎
０
９
０・８
０
０
６・

７
８
２
３
へ
。

　
◆
大
正
琴
（
和な

ご
み
会
）
月
２
回
。

月
曜
・
木
曜
日
の
午
前
１０
時
～

午
後
４
時
、
八
幡
町
地
区
セ
ン

タ
ー
他
で
。
入
会
金
１
５
０
０

円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
他
。

数
字
譜
で
ど
な
た
も
簡
単
に
弾

け
ま
す
。
初
心
者
歓
迎
。
無
料

講
習
、
見
学
可
。
詳
し
く
は
渡

辺
☎
４
７
５
・
６
４
７
５
へ
。

　
◆
詩
吟
研
究
会
常と

き
わ
か
く
じ
ゅ

盤
鶴
寿
会

　
月
２
・
３
回
。
木
曜
日
の
午

前
１０
時
～
正
午
他
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
他
。

７０
歳
～
８０
歳
く
ら
い
の
人
歓
迎
。

年
に
２
回
発
表
会
も
あ
り
ま
す
。

見
学
可
。
詳
し
く
は
笹
本
☎
０

９
０
・
３
５
２
３
・
５
２
３
１
へ
。

　

◆
東
久
留
米
ラ
グ
ビ
ー
（
Ｋ

Ｒ
Ｃ
）　
毎
週
日
曜
日
午
前
８

時
～
正
午
他
、
東
部
運
動
広
場

他
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

年
齢
、
国
籍
、
性
別
、
経
験
不

問
。
運
動
不
足
解
消
。
ボ
ー
ル

に
触
れ
た
い
方
。
詳
し
く
は
小

林
☎
４
７
５
・
８
４
６
２
へ
。

　
◆
東
久
留
米
市
太
極
拳
連
盟

　
第
２
・
第
４
金
曜
日
の
午
前

１０
時
～
正
午
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
６
０
０
円
。
立
位
や

イ
ス
に
座
っ
て
の
太
極
拳
と
介

護
予
防
体
操
な
ど
。
詳
し
く
は

黒
川
☎
４
７
３
・
４
７
９
３
へ
。

　
◆
実
用
書
道
（
明め

い
ほ
う峰
書
院
）

　
月
３
回
。
水
曜
日
午
前
９
時

半
～
正
午
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
他
で
。
会
費
月
３
５
０
０

円
。
初
心
か
ら
師
範
ま
で
養
成
。

漢
字
、
仮
名
、
ペ
ン
字
を
明
る

く
仲
良
く
楽
し
く
指
導
。
詳
し

く
は
齋
藤
☎
４
７
３
・
２
５
７

５
へ
。

　

◆
教
育
・
国
際
交
流
（
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
会
）

　
月
２
回
。
日
曜
日
午
後
２

時
～
３
時
他
、
市
内
公
共
施

設
ま
た
は
東
久
留
米
駅
北
口

の
喫
茶
店
で
。
中
学
生
・
高

校
生
・
大
学
生
の
語
学
相
談

対
応
し
ま
す
。
各
種
勉
強
法

を
教
え
ま
す
。
詳
し
く
は
大

谷
☎
０
８
０
・
２
１
９
０
・

８
７
６
０
へ
。

　
◆
楽
し
い
英
会
話　
毎
週

土
曜
日
午
前
１０
時
～
正
午
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
参

加
費
１
回
５
０
０
円
。
３０
年

以
上
の
サ
ー
ク
ル
。
月
２
回

イ
ギ
リ
ス
人
参
加
。
必
ず
上

達
し
ま
す
。
詳
し
く
は
細
貝

☎
０
８
０
・
４
３
３
２
・
１

６
７
１
へ
。

　

◆
剣
道
第
三
剣
友
会　

毎

週
土
曜
日
午
後
６
時
半
～
９

時
と
日
曜
日
午
前
９
時
半
～

午
後
１
時
、
い
ず
れ
も
第
九

小
学
校
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

幼
稚
園
児
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
く
募
集
。
見
学
随
時
。
詳

し
く
は
佐
々
木
☎
０
９
０
・

６
４
７
８
・
７
８
２
８
へ
。

　

◆
歌
謡
サ
ー
ク
ル
（
春し

ゅ
ん
こ
う江

会
）　
月
２
回
。
火
曜
日
午

後
１
時
～
４
時
、
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
大
い
に
歌
って
笑
っ

て
、
さ
ら
に
健
康
。
人
生
こ

れ
か
ら
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。

詳
し
く
は
篠
崎
☎
０
９
０
・

１
０
４
２
・
５
７
４
４
へ
。

催

し

　
◆
自
主
歴
史
講
座
（
歴
史

を
語
る
会
）　
７
月
２４
日

（
祝
）
午
後
１
時
～
３
時
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
第

１
・
第
２
教
室
で
。
参
加
費

６
０
０
円
。
歴
史
ミ
ス
テ

リ
ー
②
甘
粕
事
件
。
講
師
は

近
藤
幸
徳
氏
。
詳
し
く
は
吉

田
☎
４
７
４
・
０
７
５
９
へ
。

　
◆
ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
レ
ー

を
作
っ
て
食
べ
よ
う
（
明
治

大
学
校
友
会
）　
７
月
２５
日

（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時

半
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
料

理
室
で
。
参
加
費
１
２
０
０

円
。先
着
１５
人
。詳
し
く
は
江

波
☎
４
７
３
・
８
８
１
５
へ
。

ペ
ー
ジ
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
詳

細
や
飲
食
店
用
・
駐
車
場
管
理
者

用
の
「
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
視
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
飲
酒
運
転
の
罰
則

な
ど
を
、
事
例
を
交
え
て
分
か
り

や
す
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
田
無
警
察
署
☎
４
６

７
・
０
１
１
０
ま
た
は
市
管
理
課

管
理
調
整
担
当
☎
４
７
０
・
７
７

６
４
へ
。

悪
質
な
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
車
を
運
転
す
る
こ
と
を

知
り
な
が
ら
、
そ
の
人
に
飲
酒
を

勧
め
る
こ
と
、
飲
酒
運
転
の
車
に

同
乗
す
る
こ
と
も
犯
罪
で
す
。

　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
。
乗
る
な

ら
飲
む
な
」
を
忘
れ
ず
、
お
互
い

に
注
意
し
合
い
、
飲
酒
運
転
を
撲

滅
し
ま
し
ょ
う
。

　
都
都
民
安
全
推
進
本
部
ホ
ー
ム

　
７
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

は
「
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で
す
。

飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
社
会
環
境

の
醸
成
を
目
指
し
、
都
と
警
視
庁

が
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
重
大
事
故
に
直
結

し
、
当
事
者
だ
け
で
な
く
周
囲
の

人
に
も
悲
劇
を
招
き
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
飲
酒
運
転
は

株
式
会
社
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン

ド
☎
０
３
・
５
９
１
３
・
６
２
２

５
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

fukushizaidan.jp/１１１kosodate
shien/

）
ま
た
は
株
式
会
社
東
京

リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://public.lec-jp.com

/
kosodate-tokyo/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
都
福
祉
保
健
局
計
画

課
☎
０
３
・
５
３
２
０
・
４
１
２

１
）
へ
。

　
【
対
象
】都
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
子
育
て
支
援
員
と
し
て
就
業

す
る
意
欲
の
あ
る
方

　
申
し
込
み
は
７
月
１
日
（
水
）

～
１５
日
（
水
）
に
（
必
着
）、
所

定
の
申
込
書
（
区
市
町
村
窓
口
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可

能
）
を
郵
送
（
書
留
）
で
、「
地

域
保
育
コ
ー
ス
」
が
東
京
都
福
祉

保
健
財
団
☎
０
３
・
３
３
４
４
・

８
５
３
３
、
そ
の
他
の
コ
ー
ス
が

　
保
育
や
子
育
て
支
援
分
野
に
従

事
す
る
上
で
、
必
要
な
知
識
や
技

能
な
ど
を
有
す
る
「
子
育
て
支
援

員
」
の
養
成
研
修
で
す
。

　
【
日
程
】９
月
か
ら
順
次
開
始

　
【
会
場
】新
宿
、
飯
田
橋
、
立
川

な
ど

　
【
募
集
コ
ー
ス
】地
域
保
育
コ
ー

ス
、
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス
、

放
課
後
児
童
コ
ー
ス
、
社
会
的
養

護
コ
ー
ス

　
【
ご
注
意
】単
身
者
の
申
し
込
み

は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所

得
制
限
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
※
詳
細
は
募
集
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
７
月
１５
日
（
水
）

ま
で
に
（
必
着
）、
募
集
案
内
に

同
封
の
申
込
書
・
封
筒
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
公
社
宛
て
郵

送
を
。
ま
た
、
抽
せ
ん
募
集
を
行

う
住
宅
以
外
の
空
き
家
の
あ
る
住

宅
に
つ
い
て
は
、
同
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
で
随
時
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
公
社
募
集
セ
ン

タ
ー
☎
０
３
・
３
４
９
８
・
８
８

９
４
へ
。

都
市
計
画
課
（
市
役
所
５
階
）、

都
庁
案
内
所
、
都
内
各
市
区
役

所
・
町
村
役
場
、
東
京
都
住
宅
供

給
公
社
都
営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
、

同
公
社
各
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
配
布

し
ま
す
。
な
お
、
同
公
社
募
集
セ

ン
タ
ー
で
は
７
月
４
日
（
土
）・

５
日
（
日
）
も
配
布
し
ま
す
。

　
※
配
布
期
間
中
は
、
同
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.

to-kousya.or.jp/

）
か
ら
も
申
請

書
・
募
集
案
内
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
「
抽
せ
ん
募
集
タ
イ
プ
」
の
都

民
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。
都
民
住
宅
は
都
営
住

宅
と
は
異
な
る
中
堅
所
得
者
向
け

の
賃
貸
住
宅
で
、
原
則
と
し
て
仲

介
手
数
料
・
礼
金
・
更
新
料
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
（
保
証
金
と
し
て

使
用
料
の
２
カ
月
分
が
必
要
で

す
）。

　
【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
・
場

所
】土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
７
月

２
日
（
木
）
～
１０
日
（
金
）
に
、

と
展
示
台
に
つ
い
て
は
少
数
で
す

が
貸
し
出
し
で
き
ま
す
。
ま
た
、

脚
立
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
７
月
２０
日
（
月
）

ま
で
に（
必
着
）、通
常
は
が
き（
１

人
１
枚
）
に
住
所
・
氏
名
（
団
体

の
場
合
は
団
体
名
・
代
表
者
）・

電
話
番
号
・
作
品
の
種
類
・
内
容

を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３

－

０
０

５
４
、
中
央
町
２
ノ
６
ノ
２３
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
市
文
化
協

会
事
務
局
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

係
宛
て
郵
送
を
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
へ
。

横
２
５
０
㌢
㍍
×
奥
行
き
２５
㌢
㍍

以
内
）

　
【
応
募
資
格
】市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
個
人
お
よ
び
市
内
の

団
体
で
作
品
の
搬
入
・
搬
出
が
で

き
る
方

　
【
ご
注
意
】く
ぎ
打
ち
、
照
明
加

工
は
で
き
ま
せ
ん
。
展
示
の
際
に

必
要
な
用
具
（
額
、
掛
軸
、
台
、

ひ
も
、
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
は
、
原

則
と
し
て
展
示
者
が
各
自
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、ワ
イ
ヤ
ー

　
市
で
は
、
東
久
留
米
駅
構
内
に

市
民
の
皆
さ
ん
が
作
品
を
発
表
す

る
場
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。９
月
３０
日（
水
）

か
ら
の
展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
展
示
期
間
】１
週
間
（
展
示
時

期
は
抽
選
）

　
【
作
品
の
種
類
】絵
画
・
書
・
写

真
・
陶
芸
・
華
道
・
手
芸
な
ど

　
【
作
品
の
大
き
さ
】ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
に
展
示
で
き
る
も
の
（
展
示
ス

ペ
ー
ス
全
面
の
縦
１
２
０
㌢
㍍
×

１０
時
～
正
午

　
【
講
師
】浪
曲
師
の
玉
川
奈
々
福

氏◎
無
料
公
開
講
座
２
「
万
葉
び
と

の
染
織
文
化

－

万
葉
集
に
見
る
色

と
染
織

－

」

　
【
日
時
】１０
月
２８
日
（
水
）
午
前

１０
時
～
正
午

　
【
講
師
】文
化
学
園
大
学
名
誉
教

授
の
堀
尾
眞
紀
子
氏

◎
無
料
公
開
講
座
３
「
大
須
賀
ひ

で
き
ハ
ー
ト
フ
ル
ト
ー
ク
＆
ラ
イ

ブ
シ
ョ
ー

－

黒
目
川
の
ほ
と
り
で

－

」

　
【
日
時
】１１
月
１８
日
（
水
）
午
前

１０
時
～
正
午

　
【
講
師
】大
須
賀
ひ
で
き
氏

◎
共
通
事
項

　
【
会
場
】市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
そ
の
他
】手
話
通
訳
・
磁
気

ル
ー
プ
あ
り

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
事
務
局
☎
４

７
７
・
４
７
０
０
へ
。

り
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
申
し
込
み
は
７
月
８
日
（
水
）

～
２２
日
（
水
）
に
（
必
着
）、
通

常
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
・
講
座
名
「
市

民
大
学
中
期
コ
ー
ス
」
を
記
入
の

上
、
〒
２
０
３

－

０
０
５
４
、
中

央
町
２
ノ
６
ノ
２３
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
内
、
市
文
化
協
会
事
務
局

宛
て
郵
送
を
。

　
※
７
月
８
日
（
水
）
か
ら
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も

利
用
で
き
ま
す
。

無

料

公

開

講

座

◎
無
料
公
開
講
座
１
「
日
本
の
話

芸
」

　
【
日
時
】９
月
９
日
（
水
）
午
前

　
【
日
程
・
内
容
】左
表
の
通
り

　
【
時
間
】い
ず
れ
も
水
曜
日
。
講

議
な
ど
は
午
前
１０
時
～
正
午
、
見

学
は
終
日

　
【
会
場
】第
２
・
第
９
・
第
１２
回

は
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
（
市
役
所

１
階
）、
そ
の
他
は
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー

　
【
対
象
】市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
で
、
講
座
に
１０
回
以
上
出

席
で
き
る
方

　
【
定
員
】４０
人
（
初
回
の
方
優
先
。

応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

　
【
費
用
】受
講
料
＝
２
０
０
０
円

（
資
料
・
保
険
代
な
ど
）
▼
見
学

参
加
費
＝
交
通
費
の
一
部
と
し
て

１
０
０
０
円
と
、
施
設
入
場
料
・

昼
食
代
な
ど

　
【
そ
の
他
】駐
車
場
に
限
り
が
あ

め
非
公
開
）。
本
書
で
は
、
そ
の

地
引
絵
図
を
中
心
と
し
て
、
江
戸

時
代
や
明
治
時
代
の
久
留
米
村
誕

生
前
後
の
資
料
も
含
め
た
古
地
図

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
地
引
絵
図
の
全
図
は

昭
和
５０
年
～
５１
年
に
復
刻
版
を
刊

行
し
て
い
ま
す
が
（
５
５
０
円
～

１
０
０
０
円
）、
今
回
は
全
図
に

加
え
て
で
き
る
だ
け
多
く
の
切
図

写
真
を
掲
載
し
、
久
留
米
村
成
立

以
前
の
市
域
の
様
子
と
現
在
を
対

比
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
字
名
の
由
来
か
ら
土

地
の
特
徴
・
成
り
立
ち
に
つ
い
て

の
解
説
、
現
代
の
写
真
も
豊
富
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
著
者
は
、
市
文
化
財
保
護
審
議

会
副
会
長
で
元
市
郷
土
資
料
室
学

芸
員
の
山
﨑
丈
氏
（
Ａ
４
判
、
１

１
２
頁
、
高
精
細
フ
ル
カ
ラ
ー
印

刷
、
価
格
１
２
０
０
円
）。

　
こ
の
度
、
第
１
巻
の
「
東
久
留

米
の
戦
争
遺
跡
」（
平
成
３１
年
３

月
刊
）
に
続
き
、
第
２
巻
「
東
久

留
米
の
古
地
図
―
明
治
時
代
地

引
絵
図
を
中
心
と
し
て
―
」
を
刊

行
し
ま
し
た
。

　
東
久
留
米
市
に
は
、
の
ち
に
市

を
構
成
す
る
村
々
が
明
治
時
代
初

頭
に
作
成
し
た
地
引
絵
図
の
全
図

９
点
と
字
ご
と
の
切
図
７６
点
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
引
絵
図
は
日

本
で
最
初
に
実
測
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
近
代
地
籍
図
で
、
土
地
の

帳
簿
で
あ
る
「
取
調
野
帳
」
と
共

に
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
（
ど
ち
ら
も
保
存
の
た

　
東
久
留
米
市
歴
史
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
は
、今
ま
で
に
刊
行
し
た「
東

久
留
米
市
史
」
や
東
久
留
米
の
あ

ゆ
み
シ
リ
ー
ズ
の
「
東
久
留
米
の

あ
け
ぼ
の
」「
東
久
留
米
の
江
戸

時
代
」「
東
久
留
米
の
近
代
史
」

の
内
容
を
さ
ら
に
深
く
掘
り
下
げ
、

個
々
の
歴
史
や
文
化
財
に
焦
点
を

当
て
た
新
た
な
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
７
月
１
日
（
水
）
か
ら
生
活
文

化
課
（
市
役
所
２
階
）
と
郷
土
資

料
室
（
滝
山
４
ノ
３
ノ
１４
、
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階
）
で
頒
布

し
ま
す
。
ま
た
同
日
か
ら
市
立
図

書
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
（
た

だ
し
、
中
央
図
書
館
は
休
館
中
で

す
）。

　
第
１
巻
「
東
久
留
米
の
戦
争
遺

跡
」（
１
０
０
０
円
）、
東
久
留

米
の
あ
ゆ
み
シ
リ
ー
ズ
第
１
巻

「
東
久
留
米
の
あ
け
ぼ
の
―
考

古
学
に
み
る
東
久
留
米
市
の
原

始
・
古
代
」（
１
５
０
０
円
）、

第
３
巻
「
東
久
留
米
の
近
代
史

―
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
」

（
１
３
０
０
円
）、「
光
の
交
響

詩
―
写
真
で
つ
づ
る
ふ
る
さ
と
東

久
留
米
」（
１
３
０
０
円
）
も
併

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

第
１
会
議
室

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
ま
た
は
☎
４
５

１
・
５
１
２
１
へ
。

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】上
の
原
・
金
山
町
・
神

宝
町
・
氷
川
台
・
大
門
町
・
小
山
・

東
本
町
・
新
川
町
・
浅
間
町

　
【
日
時
】７
月
１８
日
（
土
）
午
後

１
時
１５
分
～
２
時
４５
分

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

に
定
期
開
催
し
て
い
ま
す
）。

　
【
参
加
費
】無
料
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
茶
菓
子
な
ど
の
提
供
は
中
止

し
ま
す
）

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】本
町
・
幸
町
・
中
央
町
・

南
沢
・
学
園
町
・
ひ
ば
り
が
丘
団

地
・
南
町
・
前
沢
一
～
三
丁
目

　
【
日
時
】７
月
１３
日
（
月
）
午
後

　
「
介
護
で
疲
れ
て
い
る
の
に
、

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
」「
他

の
方
は
ど
う
や
っ
て
接
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
」
な
ど
、
認
知
症
の
方

を
介
護
す
る
ご
家
族
の
方
、
日
々

の
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
気
軽
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か
。
対
象
の
地

域
を
確
認
の
上
、
担
当
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み
を

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
（
奇
数
月

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
ま
た
は
☎
４
２

８
・
７
７
８
８
へ
。

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】前
沢
四
・
五
丁
目
、
滝

山
・
野
火
止
・
八
幡
町
・
柳
窪
・

弥
生
・
下
里

　
【
日
時
】７
月
２７
日
（
月
）
午
後

１
時
１５
分
～
２
時
半

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
２

　

申
し
込
み
と
詳
し
く
は
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

て
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
（
書

式
は
自
由
）、
住
所・氏
名・年
齢・

性
別
・
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の
方
）
を
記

入
の
上
、
〒
２
０
３

－

８
５
５
５
、

市
役
所
環
境
政
策
課
宛
て
郵
送
、

電
子
メ
ー
ル（kankyoseisaku@

city.higashikurum
e.lg.jp

）
で

送
信
、
ま
た
は
直
接
同
課
（
市
役

所
５
階
８
番
窓
口
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
選
考
結
果
は
、
８
月
上
旬
ま
で

に
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

２４
日
の
２
年
間
。
審
議
会
は
、
年

間
３
～
５
回
程
度
、
平
日
の
昼
間

に
開
催
予
定

　
【
応
募
資
格
】２０
歳
以
上
の
市
民

　
【
選
任
人
数
】５
人
以
内

　
【
応
募
方
法
】７
月
１０
日
（
金
）

ま
で
に
（
必
着
）、「
環
境
審
議
会

委
員
希
望
」
と
明
記
し
て
、「
い

ま
関
心
が
あ
る
環
境
問
題
（
３

つ
）」
と
応
募
の
動
機
を
合
わ
せ

　
市
環
境
審
議
会
は
、
市
の
環
境

の
保
全
な
ど
に
関
す
る
施
策
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
上
で

必
要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る

た
め
、
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て

設
置
し
、
学
識
経
験
者
・
市
民
・

事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
市
民
委
員
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

　
【
任
期
】８
月
２５
日
～
４
年
８
月

い
明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
全
国
的
な
運
動
で
す
。

◎
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展
の
作
品
を
募

集
　
市
内
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、

こ
の
運
動
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
標
に
、
毎
年
募
集
し
て
い
ま

す
。
応
募
作
品
は
、
秋
の
市
民
文

化
祭
な
ど
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
応
募
し
て
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
市
か
ら
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

◎
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
市
内
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象

と
し
て
作
文
を
募
集
し
ま
す
。

が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
例
年
７
月
に
東
久
留
米

駅
前
で
行
っ
て
い
る
啓
発
活
動
と

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　
市

民
の
つ
ど
い
・
音
楽
祭
」
は
、
今

年
度
は
中
止
し
ま
す
。

　
※
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

　
７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
化
月
間
で
す
。
全
国

の
都
道
府
県
、市
区
町
村
で
は「
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
に
重

点
を
置
き
、
推
進
委
員
会
を
設
置

し
て
同
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
毎
年
、
市
長
が
推
進
委

員
会
会
長
と
な
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
や
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性

会
、
小
・
中
学
校
長
会
、
地
区
青

少
協
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
を
得

て
、
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

跡
地
②
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
が
存
在

す
る
跡
地

　
【
売
却
価
格
】固
定
資
産
税
路
線

価
を
基
礎
と
し
て
、
狭
小
性
に
応

じ
た
減
価
率
を
乗
じ
た
上
で
、
工

作
物
の
撤
去
費
用
を
差
し
引
い
て

算
出

　
【
引
渡
形
態
】現
状
有
姿
で
の
引

き
渡
し

　
案
内
書
は
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）
に
、

ご
み
対
策
課
（
八
幡
町
２
ノ
１０
ノ

１０
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ご
み
対
策
課
☎
４

７
３
・
２
１
１
７
へ
。

　
【
売
却
対
象
者
】購
入
を
希
望
す

る
跡
地
に
隣
接
す
る
土
地
を
所
有

す
る
方

　
【
売
却
除
外
地
】次
の
①
ま
た
は

②
に
該
当
す
る
跡
地
は
、
売
却
を

実
施
し
ま
せ
ん
。
①
ご
み
収
集
に

伴
う
一
時
積
み
替
え
保
管
場
所
や

公
共
用
地
と
し
て
の
活
用
を
す
る

　
家
庭
ご
み
の
全
品
目
戸
別
収
集

（
小
型
廃
家
電
類
を
除
く
）
に
伴

い
、
使
用
し
な
く
な
っ
た
ご
み
集

積
所
の
跡
地
に
つ
い
て
、
跡
地
に

隣
接
す
る
土
地
を
所
有
し
て
い
る

方
を
対
象
に
売
却
し
て
い
ま
す
。

必
要
書
類
な
ど
の
詳
細
は
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～
午
後
４
時

　
【
受
付
・
相
談
場
所
】教
育
委
員

会
指
導
室
（
市
役
所
６
階
）。

　
※
電
話
で
の
受
け
付
け
も
で
き

ま
す
。

　
【
相
談
内
容
】子
ど
も
の
発
達
や

日
常
の
様
子
、
就
学
に
つ
い
て

　
詳
し
く
は
指
導
室
特
別
支
援
教

育
係
就
学
相
談
員
☎
４
７
０
・
８

０
３
２
へ
。

さ
ん
が
将
来
に
向
け
て
可
能
性
を

最
大
限
に
伸
ば
す
た
め
に
適
切
な

学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
就
学
相
談
員
が
相

談
・
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　
【
受
付
日
時
】平
日
の
午
前
９
時

　
教
育
委
員
会
で
は
、
来
春
小
・

中
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
、

心
身
の
状
態
や
発
育
な
ど
で
悩
み

や
不
安
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の

方
を
対
象
に
就
学
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
お
子

　
【
活
動
内
容
】就
労
に
向
け
た
訓

練
と
支
援

　
【
対
象
】原
則
１８
歳
以
上
の
知
的

障
害
が
あ
る
方
で
、
企
業
な
ど
で

の
就
労
を
希
望
す
る
方
（
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
訓
練
等
給
付
の
支

給
決
定
を
受
け
た
方
）

　
【
募
集
人
員
】若
干
名

　
希
望
す
る
方
は
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
基
づ
く
手
続
き
が
必
要

に
な
る
た
め
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

７
・
２
７
１
１
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
７
・
２
７
５
０
）
へ
。

方
②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

対
象
で
な
い
方
③
医
療
行
為
を
終

え
て
症
状
が
安
定
し
、
在
宅
で
訓

練
を
継
続
す
る
た
め
の
指
導
を
希

望
す
る
方

　
【
定
員
】若
干
名

　
【
募
集
期
間
】随
時
募
集
し
て
い

ま
す

◎
就
労
移
行
支
援
事
業

　
【
利
用
期
間
】訓
練
等
給
付
の
支

給
期
間

◎
機
能
回
復
訓
練

　
【
利
用
期
間
】初
回
利
用
か
ら
６

カ
月
間

　
【
内
容
】運
動
療
法
個
別
指
導

（
家
族
も
含
む
）
▼
補
装
具
（
車

い
す
、
下
肢
装
具
、
つ
え
な
ど
）

の
製
作
・
修
理
の
相
談
、
使
用
練

習
▼
整
形
外
科
医
師
相
談

　
【
対
象
】次
の
①
～
③
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

　
①
市
内
在
住
で
１５
歳
～
６４
歳
の

家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は
「
受

け
取
ら
な
い
」
の
「
三
な
い
運
動
」

を
皆
さ
ん
で
徹
底
し
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

こ
こ
で
い
う
「
政
治
家
」
と
は
、

現
に
公
職
に
あ
る
人
に
加
え
、
候

補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
人
も
含
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
へ
。

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る
と

罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

｢

贈
ら
な
い｣

、
有
権
者
は
政
治
家

に
寄
附
を
「
求
め
な
い
」、
政
治

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
、
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

テ
ー
マ
は
、
家
庭
生
活
、
学
校
生

活
な
ど
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
を

も
と
に
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
づ
く
り
や
、
犯
罪
や
非
行

を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
、

考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
各
学
校

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
優
秀
作
品
は
都
へ
送
付
し
、
選

考
の
上
、
入
賞
者
に
は
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
入
賞
し

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
応
募
者
全

員
に
市
か
ら
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
福
祉
総
務
課
福
祉
政

策
係
☎
４
７
０
・
７
７
４
９
へ
。

旨
な
ど
を
考
慮
し
選
定
し
ま
す
。

　
【
公
聴
会
】８
月
に
１２
会
場
で
開

催
。
傍
聴
は
当
日
先
着
１
０
０
人

程
度

　
【
公
聴
会
開
催
会
場
】都
都
市
整

備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.toshiseibi.m

etro.tokyo.
lg.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
※
公
述
の
申
出
の
な
か
っ
た
会

場
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発

及
び
保
全
の
方
針
に
つ
い
て
は
、

縦
覧
期
間
中
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
意
見
募
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
都
都
市
整
備
局
都
市

計
画
課
☎
０
３
・
５
３
８
８
・
３

２
２
５
へ
。

市
計
画
主
管
課
（
東
久
留
米
市
の

場
合
は
都
市
計
画
課
〈
市
役
所
５

階
〉）、
各
支
庁
で
。
申
出
書
は
都

都
市
整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
で
き
ま
す

　
【
公
述
の
申
出
】区
域
内
に
在
住

か
計
画
案
に
利
害
関
係
の
あ
る
方

（
１
人
１０
分
以
内
）。
申
出
書
を

７
月
１
日
（
水
）
～
１５
日
（
水
）

に
（
必
着
）、
〒
１
６
３

－

８
０

０
１
、
東
京
都
都
市
整
備
局
都
市

計
画
課
☎
０
３
・
５
３
８
８
・
３

２
２
５
へ
。

　
※
申
出
多
数
の
場
合
は
意
見
要

　
【
対
象
計
画
案
】①
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
②
都
市
再
開
発
の
方
針

　
【
対
象
区
域
】①
特
別
区
、
市
、

瑞
穂
町
、
日
の
出
町
、
大
島
町
、

八
丈
町
、
三
宅
村
、
神
津
島
村
、

新
島
村
お
よ
び
小
笠
原
村
②
特
別

区
、
市
（
昭
島
市
、
清
瀬
市
、
羽

村
市
、
稲
城
市
お
よ
び
あ
き
る
野

市
を
除
く
）

　
【
計
画
案
の
縦
覧
・
公
述
申
出

書
の
配
布
】７
月
１
日
（
水
）
～

１５
日
（
水
）
に
、
都
都
市
整
備
局

都
市
計
画
課
か
関
係
区
市
町
村
都

「
認
知
症
介
護
者
家
族
会
」を

　開
催
し
ま
す

「
認
知
症
介
護
者
家
族
会
」を

　開
催
し
ま
す

「
東
久
留
米
の
古
地
図

　
――

明
治
時
代
地
引
絵
を
中
心
と
し
て
―
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
刊
行
・
頒
布
し
ま
す

東
久
留
米
市
歴
史
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
2

第
７０
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
７０
回
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス

　
　
　
　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
学
び
を
通
し
て
暮
ら
し
と
文
化
を
高
め
よ
う
」

市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス

　
　
　
　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
を
募
集
し
ま
す

都
民
住
宅（
東
京
都
施
行
型
）の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

都
民
住
宅（
東
京
都
施
行
型
）の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

東
久
留
米
駅
構
内
の「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」に

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か

東
久
留
米
駅
構
内
の「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」に

皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か

就
学
予
定
児
童
・
生
徒
の

就
学
相
談
を
行
い
ま
す

飲
酒
運
転
さ
せ
な
い

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

飲
酒
運
転
さ
せ
な
い

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

東
久
留
米
市
環
境
審
議
会
委
員

（
市
民
委
員
）を
募
集
し
ま
す

東
久
留
米
市
環
境
審
議
会
委
員

（
市
民
委
員
）を
募
集
し
ま
す

7
月
1
日
〜
8
月
３１
日
は

寄
附
禁
止
強
化
月
間
で
す

7
月
1
日
〜
8
月
３１
日
は

寄
附
禁
止
強
化
月
間
で
す

講座日程表 

※第5回・第10回のバス見学は、参加費1,000円の他に施設入場料・昼食代などが必要です。

1

回 日程 区分 内　容 講師・行き先など

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

開講式・オリエンテーション

日本の話芸

お茶と瞑想
－日本茶の新たな価値創造にかける思い－

正しく履いて、楽しく歩こう！
－自分の足に本当に合う靴を選ぶために－

江戸東京博物館と東京都復興記念館

東久留米の予算－わかりやすい版－

テンセグリティを安定させましょう！
身体の痛み・辛さからの解放への第一歩

縄文時代のひがしくるめ

万葉びとの染織文化
－万葉集に見る色と染織－

明治薬科大学薬用植物園明薬資料館＆
立川防災館

警察科学捜査の経過と現状

大須賀ひできハートフルトーク＆ライブショー
－黒目川のほとりで－

落語の舞台から見た法律

時代の波濤を乗り越えた男
～安田善次郎の生涯～

意見交換会・閉講式

市民大学運営委員会 

浪曲師の玉川奈々福氏 

茶輪代表の竹内梨夏氏 

一般社団法人足と靴と健康協議会

事務局長の木村克敏氏

行き先は東京都墨田区横網

市企画経営室財政課職員

柔道整復師の鈴木敬祐氏

自由学園最高学部准教授の奈良忠寿氏

文化学園大学名誉教授の堀尾眞紀子氏

明治薬科大学准教授の馬場正樹氏
行き先は立川市

元警視庁捜査１課長の光眞章氏

元デュークエイセストップテナーの

大須賀ひでき氏
慶應義塾大学教授で弁護士の

菅原貴与志氏

歴史小説家の渡辺房男氏

市民大学運営委員会

9月 2日

9日

16日

23日

30日

10月 7 日

14日

21日

28日

11月 4 日

11日

18日

25日

12月 2 日

9 日

開講

公開講座
（市民プラザ）

講義

講義

見学

講義

講義

講義・見学

公開講座
（市民プラザ）

見学

講義

公開講座
（市民プラザ）

講義

講義

閉講

たまがわななふく

ちゃりん たけうちりか

すずきけいすけ

ならただよし

ほ り お ま き こ

ば ば ま さ き

みつざねあきら

おおすが

すがわらたかよし

わたなべふさお

きむらかつとし

都
が
策
定
し
た
都
市
計
画
原
案
の

縦
覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す


